
1 月 16日夜 0時 15分に津波注意報が発令されました。スマホの警報
音に加え外ではサイレンが鳴り響きました。前日昼頃のトンガでの火山噴火によるものでした。

防潮堤が完成しているとは言え、不安になりテレビを見た方も多かったと思います。

津波は、注意報が発令される前の、午後 11 時半頃には既に到達していたようです。舞阪の
最大波は 16日午前 0時 54分に観測した 30cmでした。

1 月 18 日朝 8 時 16 分に、震度１の地震が有りました。突然ドスンと
突き上げ、近くの建物にトラックでも追突したような衝撃でした。震源

は浜名湖沖約 20Km、マグニチュード 3.6、深さ 35Kmでした。

津波からの避難方法と避難先、家具等の転倒対策、長期の停電や断水

を想定した食料や飲料、下水、暖をとる燃料など･･。日頃からの備えが

大切です。

コロナ第 6波

浜松地域でも

1 月 10 日前後
からコロナ第 6
波の新規感染が

急増している。

前回の第 5波(8
月中旬～ 9月中
旬)と比べて、10
代以下の子供の

割合が高くなっ

ている。

1 月 25 日現在、浜松市内の陽性者数の累計は 8,168
人で、そのうち死亡は 63人（第 6波での死亡は、1月 25
日現在、ゼロ）となっている。死亡は、図４のように

高齢者で多い。

浜松市でも来月から高齢者の３回目のワクチン接種

が始まる。コロナ感染の傾向を理解し、引き続き感染

対策を心懸けたい。

* 図２～図４ 浜松市のホームページの資料より転載

図１ 1月18日の地震

静岡気象台
「週間地震概況」より

震源域

図２ １月(第６波)の年代別 新規感染者数 割合

（１月２０日現在）

図３ ８月(第５波)の年代別 新規感染者数 割合

（8月19日現在）

図４ 年代別 死亡者数 割合(第１波からの累計))



区の再編（案）

現行の 7 区から 3 区となる区割り案が、市
議会「行財政改革・大都市制度調査特別委員

会」で内定した。2 月 15 日まで、市民の意見
や要望を聞く『パブリック･コメント』

が行われている。

家庭ごみ排出量－政令市比較－

前月の本ニュースレターで、浜松市民一人 1 日の家
庭ごみ排出量は約 500gとお伝えした。
表 2 は家庭ごみ排出量の政令市比較である。浜松市

は 15番目となっており、減量の余地がありそうだ。
は家庭ごみの有料化をしている市で、政令市の約

半数となっている。

図５ 区割り案図

浜松市のホームページの資料より

表１ 区割り案の概要

Ａ 中区＋東区＋南区＋西区＋北区の三方原

区 面積：268Km2 人口：614,579人

Ｂ 浜北区＋北区の都田･新都田･細江･引佐･三ヶ日

区 面積：346Km2 人口：158,088人

Ｃ 天竜区

区 面積：944Km2 人口：27,450人

＜意見等を募集する項目＞

１．区割り案について
２．サービスの提供体制について
①地域拠点の組織や業務内容
(主に、福祉･土木･防災)

②デジタル化
③コミュニティ支援
④住民自治（「協議会」の体制）

↑YouTube

解説動画

表２ 家庭ごみ排出量 政令市比較

1．京都市 354 11．千葉市 485
2．大阪市 361 12．名古屋市 488
3．広島市 368 13．岡山市 494
4．札幌市 394 14．新潟市 497
5．横浜市 410 15．浜松市 498
6．熊本市 451 16．相模原市 501
7．川崎市 457 17．さいたま市 512
8．北九州市 461 18．福岡市 513
9．神戸市 479 19．堺市 533
10．仙台市 484 20．静岡市 608
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